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Ⅰ 男女の平等と役割について 

 

問１ あなたは、次にあげる分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

                         【○はそれぞれ１つずつ】 

 

項目 

各分野での男女の地位について 
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①社会全体 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

②家庭生活 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③職場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④学校教育の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑤政治の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑥法律や制度の上 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑦社会通念・慣習・しきたりなど １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑧地域活動の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

また、上記分野で今後、女性の参画が必要と思われる分野は、どの分野だと思いま

すか。あてはまる番号をお書きください。また、その他具体的にあればお書きくださ

い。                             【いくつでも】 

番 号：（               ） 

 

その他： 

 

 

 

 

 

男女共同参画社会とは・・・ 

 男女が、社会の対等な構成員として、自らの意志によって、社会のあらゆる分野における活動に

参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受する

ことができ、かつ、ともに責任を担うべき社会      （男女共同参画社会基本法より抜粋） 

■次に、男女共同参画社会に関する皆さまの考えについておたずねします。 

資料３ 
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問２ 家庭、職場、地域活動で「男性は理系、女性は文系」、「事務などのサポート業

務は女性の仕事」といった、固定的な性別による役割分担意識や先入観（アンコ

ンシャス・バイアス）を感じたことはありますか。あてはまる番号に○をつけて

ください。         【○は１つ】 

    

   １ よくある 

   ２ ときどきある 

   ３ あまりない 

   ４ 全くない 

   ５ わからない 

 

「1.よくある」、「2.ときどきある」と回答した方は、具体的な経験についてお書きく

ださい。 

（例）地域の行事や集まりで女性ばかりが片づけを行っている。 

 

 

 

 

 

Ⅱ 就労やワーク・ライフ・バランスについて 

 

問３ 今後、男性が育児・介護・家事、地域活動に積極的に参加していくためには

特にどのようなことが必要だと思いますか。       【○は３つまで】 

 

  １ 男性が育児・介護・家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をな

くすこと 

  ２ 男性が育児・介護・家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくす

こと 

  ３ 夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること 

  ４ 年配者や周りの人が、夫婦の役割分担などについて当事者の考え方を尊重す

ること 

５ 社会の中で、男性による育児・介護・家事などについても、その評価を高め

ること 

６ 男性による育児・介護・家事などについて、職場における上司や周囲の理解

を進めること 

７ 労働時間の短縮や休暇制度、テレワークなどの ICT を利用した多様な働き 

方を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること 

８ 男性の育児・介護・家事などについて、啓発や情報提供、相談窓口の設置、

技能の研修を行うこと 

９ 男性が育児・介護・家事などを行うための、仲間作りやネットワーク作りを

進めること 
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Ⅲ 男女間における暴力について 

 

※問４・問５はこれまでにパートナー（配偶者や交際相手）がいたことのある方

のみお答えください。 

 

問４ あなたはこれまでに、あなたのパートナーから次のようなことをされたことが

ありますか。各項目についてあてはまる番号（１～３）１つに○をつけてくださ

い。                     【○はそれぞれ１つずつ】 

 

項目 

パートナー間における暴力 

１、２度 

あった 

何度も 

あった 

まった 

くない 

①なぐったり、けったり、物をなげつけたり、突き飛ばし

たりするなどの身体に対する暴力を受けた 
１ 

 

２ 

 

３ 

 

②人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視す

るなどの精神的な嫌がらせを受けた、あるいは、あなた

もしくはあなたの家族に危害が加えられるのではない

かと恐怖を感じるような脅迫を受けた 

１ ２ ３ 

③いやがっているのに性的な行為を強要された １ ２ ３ 

④必要な生活費を渡されなかった １ ２ ３ 

   

 

①から④のうち１つでも、「１，２度あった」「何度もあった」と答えた方 

のみ問５へ進んでください。 

 

 

①から④のすべてが「まったくない」という方は問６へ進んでください。 
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問５ あなたは、あなたのパートナーから受けたそのような行為について、だれか

に打ち明けたり、相談したりしましたか。あてはまる番号に○をつけてくださ

い。また、相談しなかった場合は、なぜですか。あてはまる番号に○をつけて

ください。 

相談した場合【○はいくつでも】 

１ 子ども女性相談センター（配偶者暴力相談支援センター）に相談した 

２ 性暴力被害者支援センター「オリーブかがわ」に相談した 

３ 警察に通報・相談した 

４ 市役所・町役場に相談した 

５ 法務局・地方法務局、人権擁護委員に相談した 

６ かがわ男女共同参画相談プラザ／高松市男女共同参画センターに相談した 

７ 上記以外の公的な機関(県福祉事務所、精神保健福祉センター、保健所など)に相談した 

８ 民間の専門家や専門機関（弁護士・弁護士会、カウンセラー・カウンセリング機関、民

間シェルターなど）に相談した 

９ 医療関係者（医師、看護師など）に相談した 

10 学校関係者（教員、養護教員、スクールカウンセラーなど）に相談した 

11 家族や親戚に相談した 

12 友人・知人に相談した 

13 職場・アルバイトの関係者（上司、同僚、部下、取引先など）に相談した 

14 その他（具体的に                          ） 

                  

相談しなかった場合【○はいくつでも】 

１ どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから 

２ 恥ずかしくてだれにも言えなかったから 

３ 相談してもむだだと思ったから 

４ 相談したことがわかると、仕返しを受けたり、もっとひどい暴力を受けると思ったから  

５ 加害者に「誰にも言うな」とおどされたから  

６ 相談相手の言動によって不快な思いをさせられると思ったから 

７ 自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 

８ 世間体が悪いから 

９ 他人を巻き込みたくなかったから 

10 他人に知られると、これまで通りのつき合い(仕事や学校などの人間関係)ができなくな

ると思ったから 

11 そのことについて思い出したくなかったから 

12 自分にも悪いところがあると思ったから 

13 相手の行為は愛情の表現だと思ったから 

14 相談するほどのことではないと思ったから 

15 自分が受けている行為がＤＶとは認識していなかったから 

16 別れるつもりがなかったから 

17 その他（具体的に                          ） 
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Ⅳ 防災について 

 

問６ 防災（災害復興を含む）活動に関して男女共同参画社会を推進していくために

は、どのようなことが必要だと思いますか。あてはまる番号に○をつけてくださ

い。                       【○はそれぞれ１つずつ】 

  （参考） 

香川県防災会議の 62名のうち女性委員 16名 

        

 

項目 

防災における男女共同参画社会の推進 
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①防災計画策定にあたっての女性委員の参画 １ ２ ３ ４ ５ 

②防災研修や防災訓練への女性の積極的な参加 １ ２ ３ ４ ５ 

③自主防災組織への女性の積極的な参画 １ ２ ３ ４ ５ 

④女性消防職員や女性消防団員の育成、役員への 

女性の登用 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑤女性の災害時ボランティア登録の推進など多様な 

人材の確保 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑥避難所運営の際の女性リーダーの配置 １ ２ ３ ４ ５ 

⑦母親教室、乳幼児教室、ＰＴＡ活動等、女性が多く 

集まる団体への研修・訓練 
１ ２ ３ ４ ５ 

 

※防災について、ご意見・ご要望がありましたら、ご自由にお書きください。 
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Ⅴ 男女共同参画社会の形成について 

 

問７ あなたは、男女共同参画社会を形成していくために、今後、行政はどのような

ことに、特に力を入れていくべきだと思いますか。あてはまる番号に○をつけ

てください。        【○は３つまで】 

 

１ 法律や制度の面で見直しを進める 

２ 県や市町の審議会委員や管理職など政策・方針決定の場に女性を積極的に登用する 

３ 民間企業・団体等の役員・管理職に女性の登用が進むよう支援する 

４ 科学技術や防災など、従来、女性が少なかった分野への女性の進出を支援する 

５ 女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を提供する 

６ 保育の施設やサービス、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する 

７ 労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女ともに働き方の見直しを進める 

８ 育児や介護中であっても仕事が続けられるよう支援する 

９ 育児や介護などでいったん、仕事を辞めた人の再就職を支援する  

10 男女平等と相互の理解や協力についての学習機会を充実する 

11 男女の平等と相互の理解や協力について広報・ＰＲする  

12 ＤＶや性暴力などの暴力を根絶するための取組を進める  

13 生涯を通じ男女が健康的に生活できるようにする 

14 病気や障害、高齢、貧困などの困難を抱えた女性が安心して暮らせる環境を整備する 

15 わからない 

 

問８ 男女共同参画社会に関するご意見・ご要望がありましたら、ご自由にお書きく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


